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式の計算
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次の式を簡単にせ．よ。

（1）3－‡2ズー（7∬2＋2）i－（4－∬＋2∬2）

（2）（エー（3ェ2－4））一モズ2－（7－4∬）i－（2－（3．だ－2∬2））

（3）12ズー〔和一3ト3エー（3⊥£一秒－5g）－2g）〕

A＝2g2一エツ＋抄2，月＝∬2－2ヱツー5〆，C＝－3．℃2一考γ＋塾2のとき，次の式を計算せよ。

（1）β－（C－A）　　　　　　　　　　（2）2月－tC＋2（β一A）i

（1）（与∬2一与・2〕＋（一号山喜∬2－号）（2）6α3が×（－4α2が）×仁音調）

（3）号の2（3約一苦め2－号の3）

次の式を展開せよ。

（1）（4∬一ツ）（ッ＋4．で）

（3）（α＋ろ＋C）2

（5）（2α－3あーC）2

（7）（エーツ＋2g）（∬＋ッー2g）

（9）（一∬＋1）3

帥（－∬＋2（Z）3

（4）（6．だ3ッー8ごり2－16耳ツ3）÷（－4ニッ）

（2）（Jり′＋6）（耳ツ＋7）

（4）（∬一秒＋g）2

（6）（∬＋ツ十g）（∬＋ッ一g）

（8）（∬2－∬＋2）（∬2－ズー5）

鋤（2α－3）3

㈹（2こり＋1）3

edu
日付印 (姓と名、和暦)
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次の式を展開せよ。

（1）（∬＋1）（∬＋2）（∬＋3）

（3）（α＋∂）（α－∂）（α2＋が）

（5）（∬＋1）（∬一1）（エー2）（エー4）

（7）（∬2－∬＋1）（∬2＋∬＋1）

次の式を因数分解せよ。

（1）の′－ツg＋∬2－ツ2

（3）㌘∬2－3（ッ一之）2

（5）（∬＋ッ）2＋3（∬＋ッ）＋2

（7）6∬2－7考γ－20ッ2

（9）∬2＋2句′＋ッ2－エーツー2

次の式を因数分解せよ。

（1）∬4＋8∬

（3）（α－み）3＋8C3

（5）∬3＋ェ2＋∬＋1

（7）∬4－13⊥方2＋36

（9）α8＋が

（2）（エー1）k＋1）（∬2＋1）

（4）（α＋ろ）2（α－み）2

（6）（α－1）2（α2＋α＋1）2

（8）（α2＋αみ＋あり毎2－αろ＋ろ2）

（2）∬2＋ッ2－g2＋2考γ

（4）2‘Z∬2－20αニッ＋50の′2

（8）∬2＋（3ッ＋2）ェ＋（ッ＋1）（2ッ＋1）

（8）25考γ2＋60苛ツ＋36∬

㈹　36（∬＋ヅ）2－60（∬＋ッ）＋25

（2）64∬3－27〆

（4）1－（エーツ）3

（6）∬3＋3∬2－3∬－1

（8）∬6－7∬3－8

㈹（α－み）（α－8－3）＋2

次の式を計算せよ。

（1）（2∬3＋∬＋4）÷（∬2－∬＋2）

（2）（血3＋血2＋3∬＋2）÷（2g－1）

（3）（∬4＋ェ3＋ヱ＋1）÷（∬2－g＋1）

（4）（2こr3＋3止り一8ェッ2＋砂3）÷（ェ2＋2苛γ一秒2）

（1）∬4＋∬3＋α∬2＋ろ∬＋4が（エー2）2で割り切れるとき，α＝［＝コ，み＝⊂コ

（2）∬4＋α∬3＋∂ェ2をェ2－3ェ＋2で割った余りが－6．℃＋8ならば，α＝［＝コ，ろ＝［＝コ

∬＋ッ＝3，エ2＋ッ2＝8のとき，次の式の値を求めよ。

（1）qy　　　　　　　　　（2）∬3＋〆

（4）（∬2－2）（ッ2－2）　　　（5）∬り＋エツ4

（3）吉＋吉
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小　字÷㌧

標準問題慧
次の式を展開せよ。

（1）（α＋∂＋C）¢＋C－α）（C＋α－み）（α＋あーC）

（2）（α＋∂＋C）2＋（∂＋C－α）2＋（C＋α－∂）2＋（α＋あーC）2

（3）（α＋み＋C）3－（ゐ＋C－α）3－（C＋α－∂）3－（α＋あーC）3

（1）（α＋み＋C）（α2＋が＋C2－ろC－Cα－αあ）＝α3＋が＋C3－3αあぐであることを示せ。

（2）（∬＋ッー1）（∬2－エツ＋ッ2＋∬＋ツ＋1）を展開せよ。

次の式を因数分解せよ。

（1）（∬2＋3ズー2）（∬2＋3∬＋4）一16　　　　（2）α2（あーC）＋み2（C－α）＋C2（α－∂）

（3）（α2－的2－2（α2＋82）で2＋C4　　　　　（4）卑yg＋耳ツー砂ズーZエーエー二秒＋2g＋2

（5）（α－み）3＋（あーC）3＋（C－α）3　　　　　（6）（α＋∂＋C）3－α3－が－C3

α＋∂＋C＝丸みC＋Cα＋αみ＝留，αあぐ＝rとするとき，次の式を久　甘，rで表せ。

（1）α2＋占2＋C2　　　　　　　（2）α3＋が＋C3　　　　　　（3）（み＋C）（C＋α）（α＋∂）

4つの実数α，み，C，dの間にα2＋み2＝1，C2＋d2＝1，dC＋∂d＝0という関係があるとき，次の式の

値を求めよ。

（1）α2＋C2　　　　　　　　　（2）ゐ2＋d2　　　　　　　　　（3）αみ＋cd

整式′（∬）とg（∬）をそれぞれ∬2＋1で割った余りが等しいとき′（∬）…ダ（∬）と書く。このとき

（1）（∬＋3）（2．だ＋3）…⊂コ∬＋⊂コ　　　（2）（∬＋1）（［二］∬＋［＝コ）＝7∬＋1

（朝日大一歯）

（1）2つの整式∬2－エー6，g2＋α∬＋あがある。その最大公約数はエー3で，最小公倍数は

∬3－3∬2－4g＋12であるとき，定数α，あを求めよ。　　　　　　　　　　　　　　　　（日本歯大）

（2）∬，ツについての2つの整式があって，それらの最大公約数がエーク，積が4∬3－6∬㌢＋砂3であ

るとき，2つの整式はαが－み卑γ－り2　とゐ一二秒である。このとき，

α＝［＝コ，み＝［＝コ，C＝［＝コ，d＝［：＝］である。
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α＋み＋C＝0，α2＋み2＋C2＝1であるとき，次の式の値を求めよ。

（1）あご＋Cα＋α∂　　　　　　　　　　　（2）α4＋ろ4＋C4

（1）0，1と削るα，占，Cがα・‡＝∂＋！＝1をみたすとき，正吉＝［］，。あ。＝［コである。

（2）草，ツ，之が叫・㌍6，が十かg2＝18，三・号＋！＝‡をみたすとき，かッ3＋g3の翫

［＝コである0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（東北学院大一二）

2つの整式エ2＋αエー2α2，∬2＋（あー2）エー2みの最小公倍数がヱ3－4こr2＋∬＋6となるとき，

α＝［＝］，∂＝［＝コである。
（工学院大）

（1）∬についての2次の整式タ（∬）と3次の整式¢（∬）があって，その最大公約数が∬＋1，最小公

倍数が∬4＋3」だ3＋∬2－3エー2である。f＞（∬）とQ（∬）を求めよ。　　　　　　　　（熊本商大）

（2）′（∬）＝∬3＋αヱ2－4∂∬＋10とダ（∬）＝∬2＋3⊥芳一10の最大公約数が1次式となる正の整数α，古の

値を求めよ0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（園西大一経済）

多項式ん（∬，ツ）＝ヱり一軍γ2＋エーツ＋〟（〟は定数）について，

（1）ヱ2ッ一考γ2＋∬一ツを因数分解せよ。

（2）〟がいかなる値であっても，ゐ（∬，ツ）＝（α∬2＋あご＋C）（み2＋り＋′）という形に因数分解できな

いことを証明せよ。（ただし，α，占，C，4g，′は定数）

（8）ゐ（ヱ，ツ）＝（A考γ十月ヱ＋qy＋か）（助＋塾＋G）の型に因数分解できるために定数〟がみたすべ

き必要十分条件を求めよ。（ただし，A，凰Cか，旦ダ，Gは定数）

多項式′（∬）がすべての実数∬に対して′（∬＋2ト2′（∬＋1）＋′（∬）＝2∬をみたすとき，

（1）′（∬）の次数は3であることを証明せよ。

（2）さらに，′（0）＝1，′（1）＝0である場合に′（∬）を求めよ。

0000 � � 

さ⊥r �β∂C々／ 〟坤／ �「セミナーノート」第13講座49～52ページ 「数学αの完全整理」88～98ページ 
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無理数と無理式

炉解答は「考え方と解答」36ページ

雷基本問題震
次の式をαノ盲の形にせよ。

（1）ノ官　　　　　　　（2）ノ再　　　　　　　（3）ノ5両

（4）ノ盲×ノ云　　　　　（5）ノ甘×ノす　　　　　（6）ノす×ノ裏÷ノ頭

次の式を計算せよ。

（1）へ席－4ノす

（3）へ／／面－2ノす＋ノ詣

（5）3ノ元一4～／元＋2～／す

次の式を計算せよ。

（1）ノ云×ノ盃×ノ元

（3）ノす（ノ盃喜一ノ釦）

（5）3ノ吾×2ノ嘉

（2）3ノi元一ノ面

（4）Ji元一～／砺＋ノ面

（刷　4ノす－2ノ頭＋2ノ元

（2）ノす（ノ福一ノ盃）

（4）ノす（2ノ盲＋ノ面－3ノ詣）

（8）
ノ福一ノ豆ラ

～／す

（1）ノ面－3ノす・ノ元一ノ吾　　（剖（ノす－ノす）2

（3）（3＋2ノア）（3－ノ了）　　　　　　　（4）（2へ／す－5へ／7）2

（5）（ノす－ノす）（2～／す＋3ノす）　　　（6）（2～／す＋4ノす）（3ノす－ノす）

次の分数の分母を有理化せよ。

5

7亨

へ／‾ぎー1

ノ官

ノす＋ノラ‾

フす－ノす

2ノす＋ノ盲
2ノす－～／盲

2

7詔

へ／す

ノす－1

ノす－へ／す

ノす＋ノす

4

7へ／膏‾

へ／す

2＋ノす

3ノす＋ノす

ノす＋ノす
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次の計算をせよ。

（1）嘉一頂一万

ノす　　　　～／‾テ

ノア十ノす‾ノアーノ盲

（2鳥碧「万fi

（4）蔓詔書＋許諾

∬＝ノ百一ノす，ツ＝ノ盲＋ノ官のとき，次の式の値を求めよ。

（1）∬＋ッ　　　　　　　（2）亭ツ　　　　　　　（3）∬2＋ッ2

（4）∬2＋qy＋ッ2　　　　　（5）ヱ3＋ッ3

次の式が成り立つように，有理数草，ツの値を定めよ。

（1）3＋JJす＝ツ＋ノす　　　　　　　　　（2）∬一秒＝ノす（ズー2）

（3）∬＋∬ノす＋ッーツノす－3＋ノす＝0　　（4）（3．だ－ツー1）＋（2∬＋ッー4）ノす＝0

（5）（5＋4へ／7）エー（2－7ノア）ッ＝26－5ノア

十∵

標準問題
慧

ノ8－2、／福はこれを次のように変形することによって二重根号をはずすことができる。

ノ8－2ノ福＝ノ（5＋3）－2ノ5すき＝ノ（ノ盲一ノす）2＝ノ盲－ノす

これにならって，次の二重根号をはずせ。

（1）ノ5＋2ノ甘　　　　（2）ノ6＋2ノす　　　　（3）ノ7－2ノ扇

（4）ノ7＋4ノす　　　　（5）ノ百子7両　　　　（6）ノ6－ノ盃

次の式を計算せよ。

（1）ノ6＋2ノす＋ノ6－2ノす　　　　　（2）ノ宮子フ扇＋ノ12－Ji面

（3）J蒜・ノ蒜　　（4）フ去万一プ姦

次の式の値を求めよ。

（1）ヱ＝1＋ノ了のとき，2こと2－4」だー1

（2）J＝1－ノ官のとき，∬4－∬3－3∬2－5こr－3

（3）∬＝i嘉のとき，4か16エー5

（4）α＝2＋ノす，ろ＝2－ノ盲のとき，α4＋α2み2＋が

（徳島文理大）

（拓殖大一政経）

39
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次の式の値を求めよ。

1　　　　　　　　　1

一ノ甘 のとき，∬＋ッ，qy，∬2－ツ2，∬3＋〆　　　　　　（中部大一工）

（2）∬＝雷当書，ツ＝蕾詔書のとき，叫，町，絢2

（1）∬＝5＋2ノ甘，ツ＝5－2ノ首のとき，ノ言＋Jy＝［＝コ，ノ妄富子ず＝□　　　　（足利工大）

（2）∬＝ノ9－4ノ盲のとき，∬＋∬‾1＝［＝コ，エー∬‾1＝［＝］ （東海大一法）

司書：元ッ＝ノ喜三万のとき，院焉）2の値はローノ∈∃である0

（拓殖大一外国惑）

（1）フ善巧の少数部分をαとするとき，α2＋鮎・10＝［］十4ノ∈∃

（2）ノ所有フ香の整数部分をα，小数部分をあとするとき，㌫F盲亮一荊

［＝コーノ∈∃

（東京工芸大）

の値は

（拓殖大一商・外国語）

（1＋ノ官）∬＝ノ3－2へ／官，（1－ノす）ッ＝ノ3＋2ノ官のとき，次の式の値を求めよ。

∬（ェ2＋3こり′）＋ッ（ッ2－2∬）＋砂（苛ツー1）－3∬＋2

次の主張は正しいか。正しいものはその理由を述べ，正しくないものは反例をあげよ。

（1）有理数と有理数の和は有理数である。

（2）有理数と無理数の和は無理数である。

（8）無理数と無理数の和は無理数である。

（4）無理数と無理数の積は無理数である。

（5）正の無理数の平方根は無理数である。

（6）α，古が正の有理数で，よが無理数ならば，∬2＋α∬＋あは無理数である。　　　　（大阪教育大）

闇雲訂 �「セミナーノート」第12講座45～48ページ 「数学αの完全整理」99～106ページ 
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